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（Education for Sustainable Development）の視点からの有意義な提言となっている。
	 最後に、著者が留学生としての様々なハンディキャップを乗り越え、著者にとっては外国語である日
本語で、自民族の教育研究領域に、アカデミックな貢献となり得る論文をまとめたことを敬意をもって評
価する。
なお、今後の課題として、次の点が指摘された。
第に、論文の随所にみられる日本の教育課題（体罰や児童虐待）との比較に関する考察を、日本の現
状を示す先行研究を踏まえて、さらに分析、検討されたい。そうすることによって、本論文での主張点が
さらに説得性のあるものになるであろう。
第に、本論文では、モンゴルの伝統的教育実践の意義が強調されているが、実態調査で明らかになっ
た変化と課題について、今後、さらに、調査研究を深めていく必要がある。
第に、この論文には、モンゴル民族の教育と文化を大切にしたいという意図があるが、これに注目し
た理由をもっと明確にするとよかったのではないか。
第に、中国政府との関係は、モンゴル民族の教育をマイノリティ（被抑圧者、少数民族）の教育と捉
えることができるが、これは世界的な問題であり、これについては、たくさんの文献や先行研究がある。
このような視点も必要なのではないか。
しかし、以上の諸点は、今後の研究課題とみなしうるものであって、本論文の価値を損なうものではな
い。本審査委員会は、本博士学位申請論文を慎重に審査し、また2011年月
日に	号館524教室で行っ
た口頭諮問における結果から判断して、宝力嘎氏が博士（教育学）の学位を授与されるにふさわしいとの
結論に達したのでここに報告する。
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